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岳陽市友好訪問団来沼!!

10月16日、岳陽市から公式訪問団５名、
経済代表団４名の皆さんが沼津に到着し
ました。翌日、沼津市長・沼津市議会副
議長へ表敬訪問をし、夜は沼津リバーサ
イドホテルにて歓迎会を開催しました。
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国際理解教育部会

～2018NICEにほんごスピーチコンテスト～

◦日　時　10月６日㈯

　　　　　コンテスト　14:00～16:30

　　　　　交 流 会　17:00～17:45

◦場　所　沼津市立図書館４F視聴覚ホール

◦出場者　14名

NICEにほんごスピーチコンテストを10月６
日㈯に開催いたしました。今年は８ヵ国から14
名の方が出場されました。当日は心配していた
台風もそれ、好天に恵まれ、出場された方々も
晴々とした気持ちで臨まれたことと思います。

５分の限られた時間内でそれぞれの思いや感
じていることなどを、身振り手振りを交え一生
懸命勉強した日本語でスピーチをしました。

◇優　勝◇　　
ディエップ ミン タン

（ベトナム）
「時間」

◇準優勝◇　　
ティカ ピトリヤニ

（インドネシア）
「日本人の目に見え
るインドネシア人」

◇第３位◇　　
アンソリ

（インドネシア）
「潜在意識の夢」

◇審査員特別賞　スリャディ（インドネシア）
　　　　　　　　「イジメル」
◇審査員特別賞　ラマ ドウィチェヒョ ワルドヨ
　　　　　　　　（インドネシア）
　　　　　　　　「おりがみが教えてくれたこと」

コンテスト終了後には出場者と応援に来て下
さった方々、運営スタッフとを交えた交流会の
場を設けました。普段接点のない人たちとたく
さん交流し、また、緊張もほぐれた中で大変に
ぎわいました。コンテストや交流会で色々なこ
とを感じてもらったことと思っております。

次回も出場者の募集と併せて、

観覧者も募集しておりますので、

たくさんのご来場をお待ちして

おります。
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インドの刺繍は派手ではありませんがとても
緻密で、地方によって色や模様が違います。シュ
クリシュナさんとお弟子さんが作成した素晴ら
しい刺繍を見せていただきました。

インドは、親戚が一緒に大家族で暮らしてい
る人が多く、シュクリシュナさんも、お父様の
３人のご兄弟の家族と一緒に育ちました。大人
も子供も大勢で、賑やかなのが当たり前だった
ので、日本に来た時、御主人と二人きりになっ
てとても寂しかった、また「社交辞令」の壁に苦
しみ、なかなか友だちができなかったとのこと。

インドでは宗教は生活の一部で、ヒンドゥー
教のいろいろな行事があります。近くのスラム
から食べ物をもらいに来る人にまず与え、その

あとで家族が食
べるプチ断食の
ような行事があ
り、その後の食
事がとても美味
しくて幸せを感
じたことを覚え
ていて、その心
の幸せこそが宗
教というもので
はないかと仰っ
ていました。お
話のあとで、マ
ンゴーラッシー
を 味 見 し な が
ら、インド舞踊
タゴールダンス
を披露していた
だきました。

最後に、シュ
クリシュナさん
から日本人への

メッセージがありました。「最近、日本文化の良
さが薄れてきている気がします。日本人は自国
の文化を学ぶ機会が少なくなっていると思いま
す。両親や祖父母からもっと自国のココロの文
化を学んで欲しいです。」

見たい！知りたい！インドらいふ

９月29日㈯インド出身で市内在住の石井シュ
クリシュナさんを講師にお迎えして、インドの
お国紹介講座を開催しました。

インドと聞くとまず頭に浮かぶのはカレーで
すが、スパイスは混ぜるものではなく、少ない
種類のスパイスでそれぞれのスパイスの味を楽
しむのがインド流。日本のカレーのように何十
種類ものスパイスを混ぜて使うなんて信じられ
ないことだそうです。

他にも“シュクリシュナさんの心のインド”
に触れるお話が沢山ありました。

インドの国語はヒンディー語ですが、共通語
は英語です。インドには言語が多すぎて同じイ
ンド人同士でもコミュニケーションが取れない

ことが多いの
で、誰でも英
語 が 話 せ ま
す。

サリーの長
さは５ｍまた
は８ｍで、86
通りもの着方
が！聴衆の中
から３名の方

にモデルになっていただき３通りの着方を見せ
ていただきました。

シュクリシュナさんの出身地はベンガル地方。
これ↓はベンガル語の文字と、赤と黄色が中心
のベンガル地方の結婚式の衣装です。

ふ れ あ い 部 会
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講師に工学院大学孔子学院の学院長 高橋恵子
氏をお招きし、最新の中国の状況を面白おかし
く紹介して頂きました。

中国文化講座

９月７日㈮
サンウェルぬ
まづに於いて、
中国文化講座
が開催されま
した。

岳 陽 部 会

昨年は64名、今年は77名と年々多くの方に参
加して頂き、会場が手狭になり、来年は会場を
変更しなければならないのではと思えるほど、

うれしい悲鳴がでるくらいでした。
１時間30分の講座は、スライドを交えた講師

の軽快なお話が
皆さんをとりこ
にして、笑い声
や驚きの声があ
ちらこちらで響
きわたりました。

最後の質疑応
答では、感想や
質問が多く時間
が足りなくなるほどでした。

この講座では皆さんの知ら

ない中国を誰よりも知るこ

とが出来ます。来年も盛り

だくさんの話題を提供する

予定でおりますので、是非

お越し下さい。お待ちして

おります。
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   写真で綴る55周年カラマズー訪問記
◆７月19日㈭　9:00am　沼津市役所出発

◆７月19日㈭　7:30pm　カラマズー市役所到
着。ホストファミリー･スタッフの皆さんが迎
えてくださいました。コニー夫妻にお会いして
感激‼

◆７月20日㈮　ソーガッタク

◆７月21日㈯・22日㈰　ホストファミリー デイ

◆７月22日㈰　歓迎会　4:30-8:00pm
Gull Lake

◆７月23日㈪　カヌー体験 
ヴィックスバーグ ヴィレッジ

◆７月24日㈫　ギルモア自動車博物館／
昼食（Dr. Deppen邸）／
インペリアルビバレッジ視察

◆７月25日㈬　カラマズーヴァリーコミュニティ
カッレジ内フードイノベーション部門視察＆
昼食／ショッピング

◆７月26日㈭　バインダーパーク動物園
マジックショー＆ミュージアム見学

◆７月27日㈮　乗馬体験
パブリックメディア

◆７月28日㈯
ホストファミリー デイ／3:00pm 
–ポトラック パーティー（Dr. Carter邸）

◆７月29日㈰
Good Bye! See you next time.

市民訪問団９名

＋高校生　２名

市立高校訪問団

　生徒　　９名

引率教諭　２名

　計　　　22名

10:00-11:00am

水陸両用車

(Harbor Ducks)

でクルージング

昼食後ショッピン

グを楽しむ

カラマズー滞在中

は大変お世話にな

りました。

Thank you!

ホストファミリー・Gaye san

と32年間の深い絆は今も健在

ピザ
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今年の国際交流フェア、カラマズー部会のブー
スはいつもの４階多目的ホールから２階へ移動
して設営されました。占用面積が広くなったた
め、展示も物販も試食も余裕をもって行うこと
ができました。展示部門は今夏沼津市民訪問団
がカラマズーを訪問した時の写真、沼津市立沼
津高等学校の生
徒の報告、姉妹
都市ホームステ
イ体験参加者の
報告、昨夏のカ
ラマズー市民訪
問団及び、姉妹
都市提携時の画  

11月25日㈰に、沼津市の主催で「国際交流フェ
ア」がサンウェルぬまづにて開催されました。
沼津国際交流協会からは例年どおり岳陽部会、
カラマズー部会、ふれあい部会及び、国際理解
教育部会の４部会が出展ブースとして参加しま
した。当日は約600名の来場者が訪れ、大変賑や
かで楽しいイベントとなりました。協会員をは
じめご協力いただいた皆様、ありがとうござい
ました。

今年は私たちの朋友（ポンヨウ）友達である
岳陽市の （チョウチ）さんが９月から行政
研修生として沼津市に派遣され、フェアでは岳
陽市の紹介もしてくれました。岳陽部会のブー
スでは、友好都市を結んで33年間の歩みを写真

パネルや記念品
で展示し、岳陽
市が三国志との
かかわりあいが
深い地であるこ
とも紹介しまし
た。来年も岳陽
市に興味を持っ

ていただけるよう、新しい一面を沢山紹介して
行きたいと思います。

ふれあい部会では、毎年好評の国旗をつけた
フルーツデコマグネットと、初の試みアロマ石

鹸の２つの
体験ブース
を開催しま
した。

年齢や性
別、国籍を
問わずたく
さんの方が

参加して、生き生きと楽しんでいました。事前
準備では細かい作業も多く、大変なこともあり
ますが、これからも参加者全員が、笑顔でいら
れる時間と場所になるように心がけ、大切にし
ていきたいと思います。

国際理解教
育部会は今年
も 国 際 交 流
フェアに６名
の運営スタッ
フで参加いた
し ま し た 。
我々のブース
には約150人の来場者がコメントを残してくださ
いました。普段の活動（にほんご教室、ミング
リングパーティー）の紹介とスピーチコンテス
トの活動を展示いたしました。

国際交流フェアが開催されました！

岳陽部会

ふれあい部会

国際理解教育部会

カラマズー部会

像やカラマズー市の紹介などを展示しました。
物販部門は現地で買い付けてきた食品や雑貨

を販売。試食部門は、これも現地で買い付けて
きたカラマズー特産のブルーベリージャムとブ
ルーベリーティーを提供し、好評でした。


